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 いよいよ１２月に入りました。三年生は昨日から進路決定をしていく三者面談が始まり

ました。また，２年生は来週から修学旅行です。慌ただしくなりますが，ひとつひとつを

きちんと乗り越えて欲しいと思います。 

さて，１１月２１日（月）は本校で薬物乱用防止地域対話集会がありました。集会の趣

旨は生徒や保護者，地域の方に対して，薬物乱用の危害に対する正しい知識の理解を進め，

地域が一丸となって薬物乱用問題に立ち向かう機運を高めることです。第１部はＮＰＯ法

人の九州ダルク代表の大江昌夫様より，「薬物のこわさ」という題で講話を頂きました。

薬物に手を染めた実体験の話をされました。第２部は本校生徒３名を含めた６名でのパネ

ルディスカッションが行われました。多くの生徒達はその後の感想で，先生や警察官から

の話しではなく，実体験をした人からの話だったので，薬物の恐ろしさがとても伝わって

きたと書いていました。 

 １１月２６日（土）は命のつどいで，道徳の公開授業と意見発表会を行いました。道徳

の時間では，家族愛や生命尊重というテーマでの授業，意見発表会では７名の生徒からの

意見発表がありました。どの生徒達も真剣な態度で臨んでいました。 

１２月４～１０日は国が定めている人権週間です。生徒達１人ひとりが人権意識の高い

人に成長して欲しいと願っています。 
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